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平成27年度 つうしんぼ
まち
磨き

平成27年度

決算
みんな
健康

子ども
輝き

　平成27年度の一般会計、特別会計、企業会計の決算が
市議会で認定されました。
　平成27年度は、厳しく先行き不透明な財政状況の中、
第1次総合計画後期基本計画の４つの戦略プロジェクト
（まち守り・まち磨き・みんな健康・子ども輝き）を中
心に、さまざまな施策に力を注ぎました。
　「平成27年度つうしんぼ」では、皆さんに納めていた
だいた税金や、国・県から市に入ったお金がいくらで、
どのように使われたか、また、市の財政状況はどうなっ
ているのか、詳しくお伝えします。

　一般会計の歳入は 212 億 6,665 万円、歳出は 202
億3,714万円。歳入歳出差引額は10億2,951万円で、
翌年度に繰り越す財源を控除した実質収支額は 9 億
6,836 万円の黒字となりました。

まち
守り 舗装老朽化対策事業

9,516万円
舗装老朽化対策事業
9,516万円

伝統的建造物群保存修理修景事業
3,910万円
伝統的建造物群保存修理修景事業
3,910万円

がん検診推進事業
9,291万円
がん検診推進事業
9,291万円

川崎小学校改築事業
7,882万円
川崎小学校改築事業
7,882万円

総務費
23億4,043万円
（11.6％）

民生費
60億8,187万円
（30.0％）

衛生費
25億1,152万円
（12.4％）

土木費
24億6,031万円
（12.2%）

教育費
20億8,416万円
（10.3％）
公債費
22億1,612万円
（10.9％）

議会費
2億7,680万円
（1.4％）

労働費
3,950万円
（0.2％）

農林水産業費
6億5,030万円
（3.2％）

商工費
3億6,625万円
（1.8％）

消防費
9億2,828万円
（4.6％）

災害復旧費
9,754万円
（0.5％）

諸支出金
1億8,406万円
（0.9％）

（目的別）

人件費
38億4,234万円
（19.0％）

扶助費
34億1,113万円
（16.9％）

公債費
22億1,612万円
（11.0％）

物件費
39億2,001万円
（19.4％）

普通建設事業費
22億5,752万円
（11.2％）

維持補修費
5億9,550万円

（2.9％）

補助費等
17億6,390万円

（8.7％）

災害復旧事業費
1億2,815万円

（0.6％）
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貸付金など

21億247万円
（10.3％）
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106億3,399万円
（50.0％）

市債
16億9,130万円（8.0％）

国庫支出金
21億7,773万円
（10.2％）

地方交付税
16億9,084万円（8.0％）源

財
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依
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分担金及び負担金ほか
6億2,870万円

（2.9％）
諸収入ほか

4億2,216万円
（1.9％）
繰入金

9億9,419万円
（4.7％）
繰越金

5億1,678万円
（2.4％）

地方譲与税ほか
4億8,914万円

（2.3％）
地方消費税交付金
9億4,514万円

（4.4％）
県支出金

10億7,668万円
（5.1％）

※依存財源
　国や県から定められた
　額を交付されたり、
　割り当てられたりする収入

歳入 212億6,665万円 歳出

一般会計
●市税の内訳 （かっこ内は前年度増減比率）

市民税　34億8,321万円（2.0％）
　うち個人市民税　25億5,371万円（1.5％）
　うち法人市民税　9億2,950万円（3.3％）
固定資産税　59億1,450万円（△5.5％）
軽自動車税　1億1,679万円（3.6％）
市たばこ税　3億6,766万円（△2.1％）
特別土地保有税　30万円（0％）
入湯税　265万円（1.2％）
都市計画税　7億4,888万円（△2.4％）

普通交付税　12億4,829万円（15.2％）
特別交付税　4億4,255万円（0.3％）

8億1,480万円
1億3,870万円
1億680万円
150万円

3億9,700万円
5,740万円

1億5,820万円
20万円
340万円
140万円
660万円
530万円

臨時財政対策債
一般廃棄物処理施設整備事業債
し尿処理施設長寿命化事業債（合併特例債）
和賀白川線整備事業債（合併特例債）
野村布気線整備事業債（合併特例債）
緊急防災事業債
学校教育施設整備事業債
現年発生補助災害復旧事業債（農林）
防災対策事業債（繰越明許費）
現年発生補助災害復旧事業債（農林・繰越明許費）
現年発生補助災害復旧事業債（土木・繰越明許費）
現年発生単独災害復旧事業債（土木・繰越明許費）

●地方交付税の内訳 （かっこ内は前年度増減比率）

●市債の内訳

　歳出は前年度より約
４千万円増加した決算
となりました。性質別
でみると、消費的経費
は、扶助費、補助費等
の増により、前年度と
比べて約６億４千万円
増加しています。その
他の経費では、公債費
などの減により、前年
度と比べて約２億４千
万円減少し、また、投
資的経費は、前年度に
比べて約３億６千万円
減少しました。北東分
署建設事業、溶融処理
施設長寿命化事業、白
川小学校耐震化事業な
どが完了したことが要
因となっています。

安全・安心な道路交通を図るため、損傷の激し
い市道川崎白木線（フラワーロード）の一部区
間の舗装整備を実施しました。

関宿における歴史的景観を保存整備するため、修理
修景事業に対する補助を行うとともに、20年に一
度となる東追分鳥居の建替え工事を行いました。

がん検診の受診促進を図り、市民の健康保持や
増進を図るため、各種がん検診を実施するとと
もに、さまざまな機会で啓発活動を行いました。

川崎小学校校舎の改築に向け、実施設計を行
うとともに、新規学校用地の造成工事を行い
ました。

　歳入は前年度より約
１億８千万円増加した
決算となりました。こ
の内訳として、地方財
政の自主性を確保する
自主財源は、市税収入
が減少したことなどに
より前年度に比べ約２
億円減少し、構成比が
歳入全体の62.0％とな
りました。依存財源
は、地方交付税や地方
消費税交付金が増と
なったことなどによ
り、約３億８千万円増
加し、構成比は38.0％
となりました。

202億3,714万円


